都道府県病院薬剤師会名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

チーム医療における薬剤師の業務調査

直近10年間において、薬剤師が病棟、ICU、外来（化学療法室）、手術室等において、医療安全の確保（副作用の予防や回避、インシデント数の減少など）、他職種の医療従事者の負担軽減、患者・家族満足度の向上、治療の向上、医療経済面等医療に貢献できたと思われる事例（会員発表がなされているか論文となっているもので、可能な限り数値評価したもの）があればご記入ください。又、発表については要旨のコピーや、既に公表された論文等については別刷もしくは原稿コピーを日病薬事務局まで送付（着払いにて）いただきますようお願い致します。
「チーム医療」の視点と考えられる発表

	
	薬学的管理内容
	発　表　概　要
	連絡先(可能な範囲でご記入ください)

	(例)１
	（例）外来化学療法室に薬剤師2名が常駐し、患者への治療説明、服薬指導（お薬手帳に記入、配布）、副作用モニタリング、副作用対策、支持療法に関する処方提案を実施
	発表演題名
	外来がん化学療法における安全性ならびに診療効率の向上に向けた薬剤師の取り組み
	施設名
	　○○病院

	
	
	発表者名
	病薬太郎、病薬花子、病薬次郎、etal
	問い合わせ先となる

担当者の氏名
	　病薬　太郎

	
	
	学会名等
	第10回日本クリニカルパス学会学術集会
	問い合わせ先
電話番号
	　○○－△△△△－○○○○

	
	
	発表年月，開催地
	2009年12月4-5日，岐阜
	
	

	
	
	取り組みと
成果の内容
	薬剤師常駐前後1年間での業務実績、制吐率を比較した結果、患者数は1.4倍に増加

（＝＞医師負担軽減による診療効率の向上）、

乳癌患者での完全制吐率は50%から79%に有意（P<0.001）に向上（＝＞医療安全確保）、

制吐対策費は15%節減できた（医療経済への貢献）．



	２
	
	発表演題名
	
	施設名
	　

	
	
	発表者名
	
	問い合わせ先となる
担当者名
	　

	
	
	学会名等
	
	問い合わせ先

電話番号
	　

	
	
	発表年月，開催地
	
	
	

	
	
	取り組みと

成果の内容
	

	３
	
	発表演題名
	
	施設名
	　

	
	
	発表者名
	
	問い合わせ先となる

担当者名
	　

	
	
	学会名等
	
	問い合わせ先

電話番号
	　

	
	
	発表年月，開催地
	
	
	

	
	
	取り組みと

成果の内容
	


「チーム医療」の視点と考えられる論文

	
	投稿論文
	論　文　概　要
	連絡先　(可能な範囲でご記入ください)

	(例)１

	論文演題名
	薬剤師の介入によるがん患者でのオピオイド鎮痛薬による

副作用予防対策の推進と便秘および悪心・嘔吐の軽減
	施設名
	　○○病院

	
	著者名
	病薬太郎、病薬花子、病薬次郎、etc
	問い合わせ先となる

担当者の氏名
	　病薬　太郎

	
	学術雑誌名
	Support Care Cancer
	問い合わせ先

電話番号
	　○○－△△△△－○○○○

	
	掲載巻，号，頁，
発行年
	○○巻，○○号，Ｐ○○～Ｐ○○，２０１０年
	
	

	
	得られた成果の概要
	緩和ケアチーム（薬剤師含む）と病棟担当薬剤師の連携によりオピオイド鎮痛薬による副作用予防対策
（制吐剤、緩下剤の予防投与）を推進（病棟カンファでの説明や処方箋での確認、疑義照会の徹底）した結果、

便秘発現率は36%（83人中30人）から9%（107人中10人）に（P<0.001）、

嘔吐は16%（83人中13人）から4%（107人中4人）まで低下（P<0.001）


	２
	論文演題名
	
	施設名
	　

	
	著者名
	
	問い合わせ先となる

担当者名
	

	
	学術雑誌名
	
	問い合わせ先

電話番号
	　

	
	掲載巻，号，頁，

発行年
	
	
	

	
	得られた成果の概要
	


※　用紙が不足する場合は、コピーしてご記入ください。 

※　問い合わせ先につきましては、薬剤業務委員会よりお問い合わせさせていただく場合がございますのでご了承ください。
